




　ガスリー法による新生児マススクリーニングの普及により、新生児期の高ヒ

スチジン血症が多数発見されており、ヒスチジン血症としての診断、治療など

の問題点が指摘されている。我々はガスリー法て発見されたこれらの症例を中

心に、ヒスチダーゼについて検討を加えた。


